
令和５年度「声かけあい、支えあう、ひがし区民協議会」交流会

各地区の防災訓練等の取組み及び
東区プラスワン啓発

東区市民部総務企画課 地域安全担当係長 大森 一貴



令和４年度各地区防災訓練・研修会等活動実績



令和４年度東区防災訓練（北栄地区）

〇 明園中学校の中学生と北栄連合町内会各町内会の皆様が一緒に訓練を実施

〇 北栄連合町内会藤原防災部長が避難所運営訓練の進行（地域主体の防災対策）

→ 連町独自の防災研修会を開催



元町まちづくり連合会防災訓練（元町地区）

〇 元町地区では令和元年12月に地区防災計画を策定

〇 地区防災計画に「元町地区災害対策本部（略称：元町災対本部）」を規定

→令和４年度災害対策本部シミュレーション訓練を実施

→令和５年度はさらにブラッシュアップし災対本部訓練を実施



栄東連合町内会防災訓練（栄東地区）

〇 地域主体の避難所開設訓練

〇 企画から当日の運営まで地域主体



防災フェスタ伏古本町２０２２（伏古本町地区）

〇 風水害２４、災害パネル展、NHK北のそなえ術ブースなど

〇 風水害２４とは大型の台風が直撃・通過までの２４時間をリアルに体験する
プログラム

→ 連町役員から小学生まで多様な世代が参加し、世代を超えて情報交換や学びを実施

→ 町内会では北海道初



札苗地区自治連絡協議会防災研修会（札苗地区）

〇 水害対策の講演、水防工法訓練、応急手当訓練など

〇 水防工法訓練は東区災害防止協力会の支援



令和５年度各地区防災訓練・研修会等活動実績



令和５年度東区防災訓練（苗穂地区）

〇 苗穂連合町内会各町内会の皆様と苗穂小学校５・６年生による訓練

〇 避難場所開設訓練、応急手当訓練、給食・給水訓練、シェイクアウト訓練



令和５年度東区防災訓練（苗穂地区）

札幌市消防局 消防Vtuber かさいまもり

〇 小学校１～４年生を対象とした消防VtuberによるLIVEオンライン防災授業（全国初）



栄東連合町内会防災訓練（栄東地区）

〇 地域主体の避難所開設訓練

〇 企画から当日の運営まで地域主体



元町南児童会館・元町まちづくり連合会共催
防災お泊り会（元町地区）

〇 元町南児童会館に小学生３０名が宿泊体験

〇 札幌市民防災センター見学、パッククッキング、防災講話、
逃げキッド（水害）、非常食体験



東区 プラスワン啓発

○ 町内会を対象とした、人を集めた訓練や研修

の支援が中心

→ 人が集まる場所・時間から逆算、啓発対象の

興味を引く内容の啓発を拡充

○ 新規イベントの開催は経営資源・集客力・継続

性の面からハードルが高い

→ 一過性のものとしない 「既存事業と組み合わ

せた」 持続性のある楽しい啓発を模索

○ 地域安全担当（２名）、町内会役員（一部地区）

以外の担い手が不足

→ 地域住民、民間企業、学生、子どもを担い手

として活用、育成することが中長期的な目標

町内会活動など
現役世代（20～50代）
子育て世代（30代）
小学生・中学生・高校生



乳幼児健診、子育てサロン、親子教室での防災啓発

〇 子育て世代が防災訓練に参加するのはなかなかハードルが高い

〇 子育てサロンや親子教室は防災訓練よりは参加しやすい。

〇 乳幼児健診は義務的に集まってくる。待ち時間もある。

〇 大人だけではなく乳幼児の防災対策も必要



地域の夏祭りでの防災啓発

〇 中高生が多く集まる。

〇 高校生ボランティアと連携して同世代から防災啓発も

→ 担い手の育成 → 持続可能な地域防災力の維持・向上



ひがしく健康・スポーツ祭りでBOSAIスポーツ

〇 BOSAIスポーツ＝防災訓練の要素を楽しみながらスポーツ（運動会）として実施

→入口はスポーツ（運動会）→ 防災意識向上 → 地域防災力の強化へ



ひがしく健康・スポーツ祭りでBOSAIスポーツ

〇 開成中等教育学校ボランティア局の生徒さんが運営側で参加

〇 東消防署・東消防団の皆さん、東区役所の若手職員も参加

〇 町内会の運動会の種目としていかがでしょうか？



ポータブル電源のまちづくりセンターへの配備

〇 地域拠点における防災機能強化

〇 備えない防災（フェーズフリー）

災害や防災訓練に限らず屋外イベントなどで電源として日頃から活用

→ 町内会単位、個人単位でも電気の備蓄に取組むきっかけに


